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CISMOR 公開講演会 

動物・妖怪の文化比較 

─ 日本文化と一神教文化をめぐって 
 

 

 
【講師】 

ミヒャエル・ヴァフトゥカ 

テュービンゲン大学同志社日本研究センター所長 

 

小原 克博 

同志社大学神学部・神学研究科教授／CISMOR センター長 

 

 

2015 年 1 月 29 日（木） 16：00ー18：00 

同志社大学今出川キャンパス  

クラーク記念館 2F チャペル 
 

 

     ○ 英語・日本語講演／逐次通訳あり 

     ○ 入場無料・事前申込不要 

 ○ お問い合わせ  

   同志社大学 一神教学際研究センター(CISMOR) 

        TEL: 075-251-3972  E-mail: info@cismor.jp  

        HP: http://www.cismor.jp/ 

 



【プログラム】 

 １）挨拶/講師紹介  16：00－16：05  小原 克博 

 ２）講 演 #1    16：05－17：05  ミヒャエル・ヴァフトゥカ 

   

   講 演 #2    17：05－17：35  小原 克博 

     

３）質疑応答   17：35－18：00  

 

 

 

【講師紹介】 

ミヒャエル・ヴァフトゥカ（Michael Wachutka） 

2009 年より、テュービンゲン大学同志社日本研究センター所長を務める。 

ドイツ出身。テュービンゲン大学日本学科にて学士号取得、上智大学にて修士号取得、ド

イツ日本研究所（DIJ）、国際基督教大学（ICU）での研究を経て、テュービンゲン大学日

本学科にて博士号取得する。専門は、日本の思想史。 

 

最近の論文： 

 “A Living Past as the Nation’s Personality”: Jinnō-shōtōki, early Shōwa nationalism, and 

Das Dritte Reich“, in: Japan Review 24 (2012), pp. 127-150. 

 

Tradierung durch Kanonisierung: Zur Entstehungsgeschichte der „Shintō–Bibel“ Shinten 

(1936)“, in: Triplett, Katja (ed.): Religiöse Tradierung in Japan. Halle: Universitätsverlag, 

2012, pp. 165-187. 

 

最近の著書： 

Kokugaku in Meiji-period Japan: The Modern Transformation of 'National Learning' and the 

Formation of Scholarly Societies. Leiden, Boston: Global Oriental, 2013. 



小原 克博（こはら かつひろ） 

 1965 年、大阪生まれ。マインツ大学、ハイデルベルク大学（ドイツ）に留学。同志社

大学大学院神学研究科博士課程修了。博士（神学）。 

 現在、同志社大学神学部教授、一神教学際研究センター長。京都・宗教系大学院連合議

長、日本宗教学会理事、宗教倫理学会評議員、日本基督教学会理事、京都民医連中央病院

倫理委員会委員長も務める。 

 専門はキリスト教思想、宗教倫理学、一神教研究。先端医療、環境問題、性差別などを

めぐる倫理的課題や、宗教と政治の関係、および、一神教に焦点を当てた文明論、戦争論

に取り組む。 

 著書として『宗教のポリティクス─―日本社会と一神教世界の邂逅』（晃洋書房、2010

年）、『神のドラマトゥルギー――自然・宗教・歴史・身体を舞台として』（教文館、2002

年）、『原発とキリスト教──私たちはこう考える』（共著、新教出版社、2011 年）、『原理

主義から世界の動きが見える――キリスト教・イスラーム・ユダヤ教の真実と虚像』（共

著、PHP 研究所、2006 年）、『よくわかるキリスト教＠インターネット』（共著、教文館、

2003 年）、『キリスト教と現代――終末思想の歴史的展開』（共著、世界思想社、2001 年）、

『ＥＵ世界を読む』（共著、世界思想社、2001 年）などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜次回講演会＞ 

頑強な女性のアイデンティティ──エジプトにおける革命前後の政治的変化をめぐる小説、物語、賭け 

Stubborn Female Identities: Stories, Narratives, and the Wagers of Political change in Pre and 

Post-Revolution Egypt 

  

              日時： 2015年 2月 14日（土）  13:00～15：10  

              場所： クラーク記念館 2Fチャペル 

              講師： ロブナ・イスマイール（カイロ大学准教授） 

   英語講演（逐次通訳あり）、入場無料・事前申込不要 

 

英語・日本語講演（逐次通訳あり）、入場無料・事前申込不要 
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